
 

 

警 察 署 協 議 会 議 事 録 

協 議 会 名 　令和８年第１回宮城県遠田警察署協議会

開 催 日 時 令 和 ８ 年 ２ 月 ２ ０ 日 （ 金 ） 　 午 後 ３ 時 ５ 0 分 か ら 

令 和 ６ 年 1 1 月 2 6 日 （ 水 　  午 後 ５ 時 0 0 分 ま で

開 催 場 所 遠田警察署　大会議室

 １　協議会委員～３名 

   ・　出席委員～飯渕克美会長、和賀稔委員、清水敏之委員 

 ２　警察署～１０名 

出 席 者 等 　　署長、次長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長 

 　　刑事課長、交通課長、警備課長代理、警務課主任

 別紙のとおり 

  

  

  

  

  

議 事 概 要  

  

備　　考 

備考　所定の欄に記載することができないときは、別紙に記載の上、添付すること。



別紙 

 １　挨拶 

  　　協議会長及び署長から挨拶

 ２　報告事項 

 　　署長から管内の治安情勢（令和７年１２月末）について報告がな 

 　された。 

 【質疑応答】 

 　　委 員：職業柄、農家の方々と話をすることが多く、鍵を 

  　　　　　　　　かけて戸締りをするように言っているが、なかなか

  　　　　　　　　改善されないので、警察からも声掛けをお願いした

  　　　　　　　　い。

  

 　　委 員：熊の被害について、遠田警察署で具体的に対応し 

 　　　　　　　　ていることはなにか。 

  

 　　生活安全課長：美里町役場、涌谷町役場と熊事案発生時の情報共 

 　　　　　　　　有を密にして連携を進めている。 

  　　　　　　　　　当署管内における熊事案は極端に少なく、実際に

  　　　　　　　　警察が熊を確認できた事案は現状なし。

議事概要  

 　　委 員：少年犯罪が増加している点についてだが、これは 

 　　　　　　　　地域的なものなのか。 

  

 　  生活安全課長：中学校が統合されて交友関係が広がったことや携 

 　　　　　　　　帯電話で町内以外の者と簡単に連絡をとれるように 

 　　　　　　　　なったということも考えられる。 

 　　　　　　　　　また、小牛田は電車で来やすい場所のため、駅前 

 　　　　　　　　に集合して悪いことをしようというものが多かっ 

 　　　　　　　　たことから、登下校時間帯を中心に地域課と合同し 

 　　　　　　　　て警戒をし、事案認知の際は補導や事件化を図り、 

 　　　　　　　　対応している。 

  

 ３　協議事項（令和７年中の交通事故発生状況等について） 

 　　交通課長から 

 　　　⑴　令和７年中の交通事故発生状況 

 　　　⑵　自転車を対象とした交通反則通告制度 

 　　　⑶　令和８年度上半期「遠田警察署速度取締り指針」の策定　



 　について説明がなされた。　 

 【質疑応答】 

 　　委 員：自転車利用について、学校の先生もヘルメットを 

 　　　　　　　　被っていなかったり、幼稚園児の父兄さんも子供に 

 　　　　　　　　はヘルメットを被らせるが自身は被っていないとい 

 　　　　　　　　った方がいるので、警察署からも広報活動をお願い 

 　　　　　　　　したい。 

  

 　　委 員：神奈川県警の不適切事案の記事を見たが、一般市 

 　　　　　　　　民は他県でこのようなことがあると同じ警察官とし 

 　　　　　　　　てみてしまう。 

 　　　　　　　　　今後取締り中に違反者が記事の内容を言うかもし 

 　　　　　　　　れないが、耐えて頑張っていただきたい。 

  

 　　委 員：国道108号上の山の神交差点は事故が多いのか。 

  

 　  交 通 課 長：国道108号は交通量が多いため、事故が多く発生

 　　　　　　　　している現状はあるものの、山の神交差点での事故

議事概要 　　　　　　　　が多いというわけではない。 

 　　　　　　　　　同交差点は、追突事故が数件発生しているが交通 

 　　　　　　　　環境や交通施設が要因ではなく、運転手の脇見運転 

 　　　　　　　　や漫然運転が原因と見られるため、緊張感をもった

 　　　　　　　　運転ができるよう、交通取締りや広報活動を継続し

 　　　　　　　　ていく。 

  

     委 員：運転免許証を持っている者が自転車に乗車中、違 

  　　　　　　　　反をした場合は、どうなるのか。

  

 　　交 通 課 長：運転免許証を持っている者が自転車に乗車中に違

 　　　　　　　　反をした場合、基本的には運転免許証の点数に影響

  　　　　　　　　はない。

                    しかし、飲酒運転や悪質な違反で交通事故を起こ

 　　　　　　　　した場合、危険性帯有者とみなされ、運転免許証の

  　　　　　　　　停止に至る可能性がある。

  

 　　警 務 課 長：【本議会不在の委員より書面にて申し出のあった 

  　　　　　　　　検討事項の代読】

  　　　　　　　　　検討事項については、



  　　　　　　　　　⑴　小学校高学年または中学校入学時における自

  　　　　　　　　　　転車安全講習の強化　

                    ⑵　地域・ＰＴＡ・学校と連携した実地型講習会

  　　　　　　　　　　の実施

                    ⑶　保護者向け啓発資料の配布やオンライン教材

  　　　　　　　　　　の周知

  　　　　　　　　　⑷　自転車通学許可条件への安全講習受講の位置

  　　　　　　　　　　づけ検討

  　　　　　　　　となる。

  

     交 通 課 長：⑴について、昨年４月から管内の小中学校に対し、 

議事概要 　　　　　　　　交通安全教室を役場と連携して実施している。 

  　　　　　　　　　内容としては、小学校低学年には道路の安全な渡

  　　　　　　　　り方を説明し、小学校高学年・中学校生に対しては

  　　　　　　　　自転車の安全な乗り方を交通指導隊の協力のもと説

  　　　　　　　　明している。

  　　　　　　　　　⑵から⑷については、警察のみではなく、町・学

  　　　　　　　　校と連携し、自転車の安全利用のために真に効果の

　　　　　　　　上がる施策や講習会の開催を進めていく予定として

 　　　　　　　　いる。

 

    委 員：自転車利用については、教育委員会や保護者が役 

 　　　　　　　　場と一緒になって講習等に参加しないといけないと

　　　　　　　　思うので、ご協力をお願いしたい。


